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日英語心理動詞文の意味構造と事態解釈モデル











（Pesetsky １９９５, Bando １９９６, 板東・松村 ２００１）。最近では、谷口（２００５）や Croft（１９９１, ２０１２）が
認知言語学の観点から使役構造の事態解釈モデルを提起した。しかし、これまでの事態解釈モデ

































thematic relation（自動関係２）が自律的で、transitive relation は CAUSE + thematic relation に分割し
て解釈されるため、自動詞が優勢に用いられる。transitive relation は、Agent の意味役割を担う参
与者が、その〈対象〉となる参与者 Mover ／ Patient にエネルギーを伝達し、それによって Mover
／ Patient が位置的・状態的に変化するという事態を表すのに対し、thematic relation は１つの参与
者の位置的・状態的変化のみを表す。谷口はこれを Langacker（１９９０）の action chain（行為連鎖）
と Croft（１９９１）の causal chain（因果構造）の概念を援用し、図１のように示している。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ａ）英語
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ｂ）日本語
そして、以下の日英語の心理動詞文 a ～ c は全て図２のように英語は他動詞（surprise）を、日本
語は自動詞（驚く）を基本としている（谷口 ２００５:２６２－２６３）。
（１） a. The news surprised John. （causative）































　　　	There was a candle burning just outside, and on the matting in the gallery.  I was surprised at this 









































































の at ／ with と「する」構文のニ／ヲ格に現れているかは、次節の４. ２で見ていくこととする。
４．事態解釈モデルの提案
　本節では３節の理論的枠組みをもとに、谷口（２００５）の事態解釈モデルでは表されていない「する」










　　　	She does her own hair, and I am teaching her to make buttonholes and mend her stockings. She 

























































（７）“We came here to see the Great Oz,” said Dorothy. 
　　　The man was so surprised at this answer that he sat down to think it over. 
　　　“It has been many years since anyone asked me to see Oz,” he said, shaking his head in perplexity.
 （The Wonderful Wizard of Oz）
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